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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成26年1月10日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。 

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,044 45 95 50 2.83
今回修正予想(B) 3,385 35 195 105 5.94
増減額(B-A) △659 △10 100 55
増減率(%) △16.3 △22.2 105.3 110.0
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成25年11月期第2四半期）

2,915 △274 △193 △120 △6.81

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,502 150 220 125 7.07
今回修正予想(B) 8,002 135 380 220 12.45
増減額(B-A) △500 △15 160 95
増減率(%) △5.9 △10.0 72.7 76.0
（ご参考）前期実績 
（平成25年11月期） 7,404 134 304 187 10.61

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純
利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,043 30 70 35 1.98
今回修正予想(B) 3,384 20 175 90 5.09
増減額(B-A) △659 △10 105 55
増減率(%) △16.3 △33.3 150.0 157.1
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成25年11月期第2四半期）

2,913 △286 △206 △128 △7.29

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,500 120 175 95 5.38
今回修正予想(B) 8,000 110 350 200 11.32
増減額(B-A) △500 △10 175 105
増減率(%) △5.9 △8.3 100.0 110.5
（ご参考）前期実績 
（平成25年11月期）

7,401 115 285 173 9.84



修正の理由 
 発電プラント用バルブの製造販売およびメンテナンスを主要事業とする当社グループにおきましては、国内の原子力発電
所再稼働への道筋に不透明な要素が多く未だ稼働には至っていないことから、依然厳しい事業環境が続いております。こ
のため、主に原子力関連において受注済案件の売上計上時期が未確定なものが多く、バルブ事業、メンテナンス事業とも
に正確な業績予想数値の算出が困難な状況にあります。 
 このような状況の中、第２四半期（平成26年3月～5月）に入り、バルブ事業では当初予定しておりました島根原子力発電
所および志賀原子力発電所向け震災対策弁販売の一部や台湾向け他案件の一部が繰り延べとなりました。また、メンテナ
ンス事業におきましても、再稼働に向けた柏崎刈羽原子力発電所工事の一部が先送りになったほか、福島地区を中心とし
た復興関連工事が伸び悩むなど、様々な減収要因が生じております。 
 これらの結果、売上高および営業利益は期初予想を下回るものと見込まれますが、期初に計上予定外であった東日本大
震災に伴う賠償金が営業外収益に計上されたため、経常利益および四半期純利益に関しては期初予想を上回る見込みと
なりましたので、通期の予想とあわせて修正するものであります。 
 
※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の
様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上


